
『UNIVAS AWARDS 2023-24』表彰コース⼀覧
単位 No. コース名 対象者 表彰内容 応募要件 審査の認定要件 審査の観点

1 マン・オブ・ザ・イヤー 男⼦運動部学⽣

2 ウーマン・オブ・ザ・イヤー ⼥⼦運動部学⽣

3 パラアスリート・オブ・ザ・イヤー
パラスポーツに
取り組む
運動部学⽣

1.競技課題解決に向けて主体性・積極性ある取組を⼯夫を凝らして推進したか
2.結果として優秀な競技成績を修めた運動部への貢献を果たし、周囲に好影響を与えたか

4 サポーティングスタッフ・オブ・ザ・イヤー 運動部に関わる
学⽣スタッフ

運動部の学⽣や活動を⽀えることで、⼤学スポーツの振興に寄与した個⼈を表
彰する。

⼤学⽣活全体を通して、マネージャー、スタッフ、その他ボランティアを
含めた⼤学スポーツを⽀えた個⼈であること。

1.⽀援の対象がUNIVAS会員⼤学の運動部もしくは競技団体に対するものである
こと。
2.⽀援内容による効果(取組実施以前との変化)が認められること。

1.⽀援内容は、必要性が⾼く画期的なものであったか
2.⽀援内容は、⼀過性ではなく継続して、効果は⼗分であったか
3.組織への⾼い貢献を果たしたかどうか

5 スポーツマンシップ・オブ・ザ・イヤー 運動部学⽣ スポーツマンシップあふれるプレー・振る舞いを体現した個⼈を表彰する。

スポーツマンシップあふれる、他の学⽣の模範となるプレー・振る舞いを
体現した個⼈であること。
※UNIVASにおいてスポーツマンシップとは、以下３つの⼼構えを理
解し、実践することと定義します。

Respect ︓相⼿、仲間、ルール、審判などに対する尊重
Braveness︓リスクを恐れず、責任を持って決断する勇気
Resolution︓勝利をめざし、⾃ら全⼒を尽くして愉しみぬく覚悟
（参考︓⼀般社団法⼈⽇本スポーツマンシップ協会）

競技中または運動部活動の場⾯において、相⼿チーム、相⼿選⼿、その他関係者
に対し、他の模範となる⾏いがあったこと。 ⾃律性が発揮され、相⼿や周囲を尊重する⾏動であったかどうか

6 ルーキー・オブ・ザ・イヤー 運動部学⽣
(⼀年⽣)

優秀な学業成績及び競技成績や運動部活動への貢献を残して⽂武両道を
実践する他の学⽣の模範となる⼀年⽣（新⼊学⽣）を表彰する。

⼤学⽣活全体を通して、優秀な学業成績及び競技成績や運動部
活動への貢献をした⼀年⽣（新⼊学⽣）であること。

所属部において優れた競技成績を修めた経験があること。（団体競技の場合は当
該⼤会にて出場登録がされ、且つベンチ登録以上であったこと）
※所属運動部の競技⼤会が⾏われなかった場合等は、運動部活動への著しい貢
献があったことも認定要件として可とする。

1.所属部における競技成績や運動部活動への貢献
2.所属部における役割や取組内容、背景や難易度
3.学業⾯における役割や取組内容、背景や難易度
4.その他活動における役割や取組内容、背景や難易度
5.各場⾯における主体性やリーダーシップの発揮度合

7 アルムナイ・アウォード OB・OG
卒業後に卓越性を発揮して多⼤な社会貢献を果たしたことにより、現役運動
部学⽣の模範となり⼤学スポーツの価値向上に寄与した OB・OG を表彰す
る。

8 コーチ・オブ・ザ・イヤー 指導者 競技⼒向上と⼈材育成に尽⼒し、他の指導者の模範となる優れた取組や実
績を残した指導者を表彰する。

他の指導者の模範となる優れた取組や実績を残した指導者であるこ
と。
※UNIVAS において指導者とは「運動部における学⽣のスポーツ活
動を直接指導する者であり指揮命令系統において選⼿よりも上位に
ある者」と定義します。

1.UNIVASの定義における「指導者」であること
2.当該個⼈が指導資格を所持していること
3.UNIVASが実施する研修会における指導者セミナーまたは所属⼤学で実施する
指導者研修会を受講済み、もしくは確実に受講予定であること。
4.他の指導者が参考にすることができ、横展開できる取組や実績を残していること。

1.競技⾯や運動部活動での指導成果
2.⼈材育成⾯での指導成果
3.指導者としての態度・意欲・指導⽅法の汎⽤性

9 マイナビ賞
⼈材育成⽀援に関する優秀取組賞

運動部学⽣に対する⼈材育成⽀援における先進的な取組みを⾃ら⾏った⼤
学、運動部及び競技団体を表彰する。

⼤学、運動部及び競技団体による運動部学⽣に対する⼈材育成
⽀援における先進的な取組みを実施したこと。

1.他の⼤学や競技団体が参考にすることができ、横展開することができる取組みで
あること
2.当該取組みが多くの学⽣に認知され、利⽤されていること
3.当該取組みを通じて運動部学⽣のデュアルキャリア形成⽀援を⾏っていること

1.必要性の⾼い取組みであり、⼿法に独⾃の⼯夫が⾒られるかどうか
2.継続性のある取組みであり、より多くの学⽣を対象としているかどうか
3.推進体制が確⽴されており、学⽣への⽀援が⼗分であるかどうか
4.UNIVASが提供するデュアルキャリア形成⽀援の取組み、または同等の取組みを⾏い、⼤学ス
ポーツを通じた⼈材育成に取り組んでいるかどうか

10 KEIアドバンス賞
学修⽀援に関する優秀取組賞

学修⽀援に関する先進的な取組みを⼤学及び競技団体⾃ら⾏い、競技に打
ち込む環境整備だけでなく、学修環境整備や機会提供のために尽⼒された⼤
学、運動部及び競技団体を表彰する。

⼤学、運動部及び競技団体による学修⽀援に関する先進的な取組
みを実施したこと。

1.UNIVASが提供する学修⽀援教材の活⽤等、他の⼤学や競技団体が参考に
することができ、横展開することができる取組みであること
2.当該取組みが多くの学⽣に認知され、利⽤されていること
3.当該取組みを通じて⽂武両道に向けた動機付けをしっかりと⾏っていること

1.必要性の⾼い取組みであり、⼿法に独⾃の⼯夫が⾒られるかどうか
2.継続性のある取組みであり、より多くの学⽣を対象としているかどうか
3.推進体制が確⽴されており、学⽣への⽀援が⼗分であるかどうか
4.学修⽀援に関する取組みや⾼⼤接続の取組みによって、「学ぶことの必要性の理解」「学びへ
の動機付け」「学びへの興味喚起」を学⽣が体感できる取組みであるかどうか

11 MS&AD賞
安全確保に関する優秀取組賞

学⽣が安⼼して競技に取組めるような条件や仕組みの整備を⽬指すため、安
全確保に関する先進的な取組みを⾃ら⾏った⼤学、運動部及び競技団体を
表彰する。

⼤学・運動部及び競技団体による安全確保に関する先進的な取組
みを実施したこと。

1.他の⼤学や競技団体が参考にすることができ、横展開することができる取組みで
あること
2.安全にスポーツを実施するための共通認識を徹底していること

1.必要性の⾼い取組みであり、先進性に富んでいるかどうか
2.継続性のある取組みであり、より多くの学⽣を対象としているかどうか
3.推進体制が確⽴されており、安全確保に関する意識徹底を⾏っているかどうか
4.UNIVASが提供する安全安⼼領域の取組み、または同等の取組みを⾏い、運動部学⽣が安
全な環境で、安⼼して⼤学スポーツに取り組めるように努めているかどうか

12 KDDI賞
⼤会・プロモーションに関する優秀取組賞

⼤学スポーツを盛り上げ、運動部学⽣がより⾼いモチベーションを持って競技に
打ち込むことができる環境を整備するため、⼤会・競技の普及や活性化、集客・
応援促進のためのプロモーションを⾃発的に⾏った⼤学、運動部及び競技団体
を表彰する。

⼤学、運動部及び競技団体による⼤会・競技の普及や活性化、集
客・応援促進のためのプロモーションに関する優良な取組みを実施し
たこと。

1.他の⼤学や競技団体が参考にすることができ、横展開することができる取組みで
あること
2.当該取組みが多くの学⽣に認知され、利⽤されていること
3.当該取組みを通じて効果が認められること

1.先進性があり、且つ継続性のある取組みであるかどうか
2.⼗分な効果を発揮しており、他の⼤学や団体の参考となり得るかどうか
3.ポストコロナに向けて効果的な取組みとなっているか

13 スポーツ統括部局/SA賞 ⼤学 「⼤学スポーツを盛り上げる」ことに新たな⼿法を⽤いて⼤学スポーツ振興に寄
与する⼤学（スポーツ統括部局等）及びSAを表彰する。

⼤学（スポーツ統括部局等）やSAによる⼤学スポーツ振興に寄与
する先進的な取組みを実施したこと。

1.当該取組みが多くの関係者に認知・利⽤されていること
2.過去に実施例のない、先進的な取組みであること
3.当該取組みによる効果が認められること

1.必要性の⾼い取組みであり、且つ先進性に富んでいるかどうか
2.推進体制が確⽴されており、⼗分な効果を発揮しているかどうか

1.所属部における競技成績や運動部活動への貢献
2.所属部における役割や取組内容、背景や難易度
3.平均以上の学業成績
4.学業⾯における役割や取組内容、背景や難易度
5.その他活動における役割や取組内容、背景や難易度
6.各場⾯における主体性やリーダーシップの発揮度合

団体

個⼈

⼤学
競技団体

優秀な学業成績及び競技成績や運動部活動等への貢献を残して⽂武両道
を実践する他の学⽣の模範となる個⼈を表彰する。

1.当該応募前年度までの通算GPA（全在学期間におけるGPA）が当該⼤学の
平均を上回っていること。
2.所属部において優れた競技成績を修めた経験があること。（団体競技の場合は
当該⼤会にて出場登録がされ、且つベンチ登録以上であったこと）
※所属運動部の競技⼤会が⾏われなかった場合等は、運動部活動への著しい貢
献があったことも認定要件として可とする。

※選考委員会による推薦とします。

⼤学⽣活全体を通して、優秀な学業成績及び競技成績や運動部
活動等への貢献をした個⼈であること。


